測定依頼書 (Radiant Vision Systems)

反射・透過散乱特性測定受託測定説明書および依頼書
1. 測定説明
本測定依頼書はお客様が測定をご依頼されるときに弊社での測定がお客様のご希望の条件で測定ができるようにまた正確な測定データを提供できるように作成いたしました。　お手数ですができるだけ依頼書の項目を漏れなくご記入ください。
ご不明点がございましたらご遠慮なくお問い合わせください。
また、ご依頼いただきますお客様は　測定を依頼されるサンプルのことをお分かりだと思いますが　弊社でのIS-SAを使用して測定いたします測定者は　サンプルの素性のことがわかりません。　この点をご理解いただきできるだけ詳細なデータを記載ください。　
2. 受託測定、MyLab測定の説明
(1) 反射・透過散乱特性測定受託測定とは
Radinat Vision Systems社製IS-SAという装置を使用して光源の光の入射角度を変えながらフィルムやプラスチック素材あるいは各種素材の反射散乱特性、透過散乱特性を測定いたします。
(2) 受託測定とMyLab®の違い
サンプル測定には　受託測定とMyLab®がございます。　
受託測定は　
1 受託測定で指定する装置は1種類になります。　1サンプルあるいは複数サンプルを　複数の装置で測定する場合、個々別の受託測定となります。
2 基本はサンプルをお送りいただき、弊社エンジニアが測定いたします。　測定は　弊社の装置の予定に合わせて設定させていただきますので通常、測定日時の指定はできません。　何月のどの週に測定する予定というところまでは確定できます。　
3 立会にて受託測定をご依頼
お客様が立ち会われて受託測定を行う場合、事前に予定を打ち合わせ調整の上日時を決定します。　この場合も測定は1回につき1装置での測定となります。
同日中に複数の装置での測定の場合、途中で校正作業が入ることがあります、予めご了承ください。
4 MyLab®は　お客様が弊社実験室にお越しいただき装置を貸切にしましてご自身で測定していただくものです。（機密性の高いものの場合こちらをお勧めいたします。）MyLab®は通常1日貸切コースがあります。　時間内であればサンプルはいくつでも測定していただけます。

(3) 料金は受託測定の場合　サンプルの個数、測定条件（カラー測定、Photometric測定、Radiaometric測定）や光源角度刻みによって変わります。　また1つのサンプルのBRDF測定あるいは1つのサンプルのBTDF測定で1回の測定となります。　1つのサンプルに対してBRDF、BTDFの両方を測定いたしますと2回の測定となります。
MyLabの場合、1日貸切となります。
MyLabの場合、初めてご使用になられる場合、弊社エンジニアが操作説明を行います。(通常1時間程度)
(4) 測定精度に関して
IS-SAでの反射、透過散乱測定の精度は　反射測定時　入射光角度　0度より70度(サンプル正面が0度)まで測定で+/-5％の精度です。　(80度の測定データは参考値としてください。)　
透過散乱特性の測定は110度より180度まで（反射測定の正面を０度の基準角度としてます。　透過の正面は180度になります。）の測定で+/-5％の精度です。　　これは装置の機構上、光源の角度が100度だとIS―SAの光源移動機構の影が映り影響するため測定データの確度が低下するためです。
また　構造上　反射測定時　光源のカバーの影が映りこみます。　この影は測定後ある程度補正ができますが予めご承知おきください。(透過測定時はこの光源カバーの影は映りません。透過測定時は光源カバーはすべて閉じた状態で測定する)　
弊社にてデータよりこの影を補正する場合、別途有償にて承ります。依頼書にご記入ください。
また　鏡のような特殊なサンプルの場合　光源の入射角度が大きくなりますと反射率の測定値の誤差が大きくなります。　鏡のように正反射成分が大きいサンプル測定時は光源の入射角度は特に必要な場合を除き60度以内にとどめてください。

(5) 測定可能なサンプルに関して
通常　測定可能なサンプルの標準的な大きさは　25ｍｍX25ｍｍ以上　厚さ2ｍｍ以下（透過も測定の場合）反射だけの場合、厚みに特に制限はありません。
サンプルサイズの最大値は　100mmX100mm程度になります。　厚みは変わりません。
これ以外の大きさのサンプル測定をご希望の場合、事前にご相談ください。
条件付きですが測定可能な場合もあります。
また　サンプルの測定面は平面で凹凸やそりなどがないことが条件となります。
【凹凸は目で見て凹凸の存在が判別可能なものを凹凸と考えます。、微小な表面の特性に関しては問題ありません】
【そりは　測定結果に影響を及ぼすためそりが無いことを推奨いたします。そりがある条件で測定ご希望の場合は事前にご相談ください】
サンプルの重さは　数g~数十g程度までにしてください。　あまり重量がありますと測定のための固定が不可能になるためです。少し重さがあると思われる場合は事前にご相談ください。

(6) 測定サンプルの光学特性の異方性など
測定サンプルの光学特性に異方性（角度を変えると特性が変わるなど）の場合は事前にご相談の上、依頼書にもその旨ご記入ください。

サンプル取付に関して
サンプル取付は　通常装置に磁石やマスキングテープのようなもので取り付けます。　汚損などが心配な場合はあらかじめサンプルの裏面の測定エリアの周りの被測定エリア外に保護フィルムを張っておいてください。また依頼書にもその旨ご記入ください。
また、サンプルの取り付けには細心の注意をいたしますが取り付け角度のわずかな水平、垂直のずれが生じることがあります。(測定中は ずれないように固定します。)　ご了承の上ご依頼ください。
IS-SAのデモソフトを使用いたしますと測定データの回転操作ができます。
サンプルがガラスなどスペキュラーな成分が強いものの測定の場合、あらかじめご相談の上、依頼書にもその旨ご記入ください。　（校正方法が通常の測定方法と手順が変わりますので重要な情報となります。）　この情報を頂けなくて測定を開始した場合、測定の途中で発見した場合、補正データの取得からやり直すことになり、測定時間が予想以上にかかり測定データをお渡しするまでに時間がかかってしまいます。

(7) サンプル測定面の指定
サンプルを測定する場合、測定可能な面が2つ存在します。そのため測定する基準面の指定が必要になります。　反射特性を測定するときに光が当たり反射特性を測る面、装置に近い側をFront（表）と指定します。
透過を測る場合は　光を透過して出す面を測る場合、Front（表面）と指定します。　逆の場合はBackと指定します。　この場合、反射面と別の面の測定となりサンプルの取り付けを逆向きにします。　
受託測定の場合、表裏の区別がわかるようにサンプルに印をつけてください。　ただしFront（表面）にシールなどを張るのはやめてください、凹凸が生じ測定に誤差が生じます。　シールを張る場合は裏面に張ってください。　あるいはマジックインキのようなもので表裏の区別を書いてください。
表裏の区別が必要ないサンプルの場合は特に指定の必要はありませんがその旨依頼書に記入してください。
あと光学異方性などがある場合　サンプルの上下の向きの指定もお願いいたします。
(8) 測定エリア
標準はサンプルの中心部　直径20ｍｍのエリア（アパーチャマスク20ｍｍφ使用時）の特性を測定いたします。　特別なエリア指定などが必要な場合事前相談ください。依頼書にも記載してください。またサンプルにも明確に測定エリアがわかるようにしてください。
(9) 測定用光源に関して（受託測定、MyLabとも）
IS-SAを使用しての測定にはLED光源をお勧めいたします。
弊社では2015年8月よりシーシーエス社製高性能白色LED光源を導入しております。このLED光源を使用することにより測定のスループットが従来ハロゲン光源比で3倍に向上いたします。従来に比べて1日でより多くのサンプルを測定することができます。　これはYフィルター（Green）測定時の光量の向上はもちろんですが　従来ハロゲンランプでは光のエネルギー量が低いZフィルター（Blue）での測定では10倍のエネルギー量のため露光時間が短くなり、また従来S/Nが低かったZフィルターでの測定で測定精度の向上が見込めます。　光源のご指定がない場合は　LED光源を使用いたします。特別な事情などでハロゲンランプ光源をご使用になられたい場合は事前にご相談の上ご指定ください。
(10) データ確認期間に関しまして(受託測定のみ)
測定終了後データをCD-Rに焼いてお送りいたします（MyLab®の場合はその場で手渡しいたします。）。　データ内容のご確認はデータ到着後2週間以内にお願いいたします。　その間測定データは弊社のサーバーにて保管いたします。
データに異常がない場合も、異常が見られた場合も本確認期間中にご連絡いただきますようお願いいたします。　データに異常が見られた場合、お預かりしておりますサンプルの再測定を行うなどの対応をさせていただきます。
ご連絡がない場合、データに異常がなく測定完了と判断させていただきます。
データの検証に2週間以上を要する場合は事前にご相談ください。
測定より時間がたってしまいますと弊社での確認、検証が困難になるためご協力をお願いいたします。
データに異常が見られた場合でも測定データデータ到着より1か月以上たっていて再測定を行う場合、新たに費用が発生することがありますのでご注意ください。
3. 測定依頼書の送付方法
測定依頼書は　マイクロソフトのワード書式（.doc）もしくはPDFでメールに添付いただくかあるいはファックスにてお送りください。
メールアドレスは　 弊社の貴社担当営業のメールアドレスをご存知の場合は担当者宛に　ご不明の場合は件名に「測定依頼書」とご記入の上　support@systems-eng.co.jp　宛にお送りください。
FAXの場合　03-6279-8907　へお送りください。

4. 測定依頼書の記入方法

(1) ご依頼内容
デモ依頼、受託測定、MyLab使用、見積依頼の中から選択して該当項目のチェックボックスにチェックを入れてください。（黒塗りでも構いません）

1 デモ依頼は　ご購入検討などでデモをご依頼の場合です。　あらかじめ１から2個程度のサンプルをご用意いただくか弊社にございますサンプルの測定を行って測定の様子をご覧いただきます。
2 受託測定は　受託測定にて測定を依頼される場合選択します。

3 MyLab使用は　MyLabで装置を時間で貸切ってお客様がご使用になる場合選択します。

4 見積依頼は　測定依頼の前にあらかじめ測定費用などの見積もりをされる場合選択します。

(2) ご依頼日
ご依頼日は　依頼書をお送り頂く日をご記入ください。
(3) サンプル送付予定日（受託測定依頼時のみ）
サンプルをお送りいただきます予定日をご記入ください。　測定準備や測定予定を組みのに使用させていただきます。

(4) ご希望日
ご希望日は　測定希望の日を　第一希望、第二希望でお書きください。
できる限りご希望に沿えるよう努力いたしますが急なご依頼の場合や弊社作業が立て込んでいる場合、ご希望に添えない事も御座いますので予めご了承ください。
(5) 測定の目的
現在こちらは記入不要です。
(6) ご依頼者様
ご依頼者様の項目は　測定を依頼される方です。　(測定データを入れたCDを送るときの送付先や連絡をとるときの連絡先になります。)
1 勤務先は　貴社名をご記入ください。
2 ご所属は　部署名をご記入ください。
3 ご氏名は　ご依頼者のお名前をご記入ください。
4 E-mailは　ご依頼者のEメールアドレスををご記入ください。
5 所在地は　部署の所在地を郵便番号からご記入ください。　サンプル返却時に使用させていただきます。
6 電話番号は　ご依頼者へ連絡できる電話番号をご記入ください。　内線番号がある場合は内線番号もご記入ください。
7 FAX番号は　任意です。　FAXの電話番号をご記入ください。
(7) 測定に関する記入項目
1 試料（サンプルに関する項目）
1. 寸法
サンプルの寸法を縦横サイズ、厚さをｍｍでご記入ください。
この情報が事前に頂けない場合、当日お客様のサンプルが到着してから装置の校正を行うことになり測定に使える時間が短くなってしまいます。　事前に情報をお送りいただきますようお願いいたします。
（複数回ご利用の場合も　前回同様ではなく、サンプル寸法をご記入ください）
また　サンプルが複数個ある場合でサンプルサイズが違う場合、　原則最小サンプルに合わせて測定を行うことになります。オプション(有償)で2種類のアパーチャマスクを使った校正もお受けいたします。（受託測定のみ、MyLabは途中で校正作業が必要なため不可）
標準の推奨サンプルサイズは　25ｍｍX25ｍｍ以上、t（厚さ）＜3ｍｍです。
サイズは　15ｍｍX15ｍｍの場合も準標準として可能です。（アパーチャマスクを10ｍｍφにします。）
それ以下のサンプルサイズや厚みが厚い場合は事前にご相談ください。
2. 個数
サンプルの個数をご記入ください。　サンプルのサイズが異なるときには注意点の項目か別紙に詳細をご記入ください。
3. 透過（反射）率
透過（反射）率の項目は　サンプルの透過（反射）率をご記入ください。ご不明な場合は予測値でも構いません。　測定後のデータ検証用です。この数値がない場合は　測定データの検証なしでの送付となります。
4. サンプルの向きの指定
この項目は　基準面をどちら側にするかを指定します。　通常はサンプルのおもて面を反射率測定時の光の当たる向きにします。　逆向きに取り付けて測定もしくは　反射率測定と透過率測定で向きを変えたいときなどはここにその旨を正確にご記入ください。
またサンプルに異方性があるような場合、取り付け角度などの指定もこの項目もしくはその他の項目に正確にご記入ください。
サンプルには　サンプルの表面、裏面、取り付け角度の基準点（取り付け角度の指定がある場合）がわかるように裏面にシールを張るかマジックなどで記入をお願いいたします。（測定面側にシールを張らないでください、小さいですが取付時に隙間が発生し測定精度を悪くします。）
5. 光学異方性の有無
この項目は　サンプルが光の入射角度により　反射特性・透過拡散特性が変化する特性があるかどうかの情報です。具体的に申しますと　サンプルの取り付け角度により反射、透過特性の軸にずれが生じるような場合です。　通常のものは光学異方性がないのでサンプルの取り付け角度はラフにできますが光学異方性がある場合、通常の取り付けだけでなく　この軸合わせの作業が必要となってきます。光学異方性の指示がない場合、通常のサンプル取付作業のみでの測定となります。

6. サンプルの取り付けに関しての注意事項
サンプルの取り付けには　厚さが薄く十分の取り付けしろがある場合は　通常は磁石を使った取付を行います。
またご希望によりあるいは磁石でうまく取り付けられない場合　養生テープでの貼り付けを行います。　測定面の裏面にテープ跡がつくことがございますがご了承ください。
7. その他
この項目は　その他サンプルの取扱に注意するようなことや上記項目に書ききれない項目がある場合、ここに記入してください。この欄に書ききれない場合は別紙をご用意いただきそちらのご記入ください。
2 測定
1. 目的
測定の目的に関しまして差支えない範囲でご記入ください。
2. 項目
測定項目を選択してください。　BRDFが反射散乱特性、BTDFが透過散乱特性となります。両方測定される場合は両方にチェックを入れてください。
3. 測定光源角度
この項目は　測定時の光源の角度を振る範囲と変更角度刻みを指定してください。　この指定は光源の入射角度の指定で測定の解像度ではありません。測定は光源の入射角度に関係なく測定精度のところで指定された解像度で実施されます。IS-SAの装置で測定する場合、反射散乱特性測定時光源の最大角度は80度（最小は0度）となります。　透過散乱特性測定時の最小角度は110度（最大は１８０度）光源の角度変更刻みは標準で最小５度となります。
弊社で標準的に測定する場合、反射率測定時は　0度から60度、刻み10度、透過散乱特性測定時は120度から180度、刻み10度で行っております。
角度刻み5度未満も設定可能ですがその場合、料金が高くなります。
測定角度範囲1の項目に反射測定時の角度指定
測定角度範囲2の項目に透過測定時の角度指定
を記入してください。　弊社標準条件での測定でよい場合は　標準と記入していただいてもかまいません。
この角度刻みを細かく設定される場合がありますが特殊なサンプルや特定の目的がない限りデータ量が増加するだけであまり役には立ちません。

4. 光源
この項目は測定に使用する光源を指定するところです。ご指定ない場合はLED光源を使用したします。それ以外にもハロゲン光源も使用することができます。ただしハロゲン光源は光のエネルギーが低いため測定時間が延びます。（特にZフィルター、青色で顕著になります。）ハロゲン光源をご使用希望時は事前にご相談ください。　通常はLED光源がお勧めです。
5. 測定精度
この項目は　測定時のカメラの解像度の指定を行う項目です。
とくにご指定がある場合ご記入ください。　
Binningという操作を行い測定をいたします。　Binning1X1はカメラの1Pixelが１画素になります。　2X2は2PixelX2Pixelを１画素として取り扱うものです。　4X4は4PixelX4Pixelを１画素として取り扱います。　各々の利点は1X1は解像度が最も高いのですが暗いサンプル（反射率が極端に低いあるいは透過率が極端に低い）場合、測定ができないもしくは測定精度が著しく落ちるということがあります。弊社で標準設定は2X2です。　暗いサンプルでも対応がしやすいです。　欠点としては1X1に比べて角度解像度が半分になることです。　弊社のIS-SAに使用しているカメラが1024X1024の解像度ですので2X2に設定した場合、512X512の解像度となります。
角度解像度としましては理論的には1.4X180÷（解像度）になりますので1X1の時で0.246度、2X2でも0.492度の解像度は確保できます。
4X4の時でも角度解像度1度程度です。
6. 色情報
この項目は　測定時の色に関する指定です。
測定をカラー（X,Y,Zフィルターを通して3色の測定）で行う場合、カラー（X,Y,Z）を指定してください。
測定を人間の目の特性で測定する場合、Photometric（Yフィルターのみ）を選択してください。　人間の目の視感度によらず、光の全スペクトルの領域（ただしCCDの感度範囲の波長域）での測定をご希望の場合、RadioMetric（色フィルターなし）を選択してください。
ここの指定によっても料金が替わります。
7. 出力形式
出力形式は　測定データをどのような形式で出力するかの指定になります。BRDF、BTDF特性データを出力する場合、BSDFを選択してください。次の項目で詳細フォーマットを指定していただきます。また読み込ませるソフトウエア（LightToolsやZemaxなど）出力形式のところに記載してください。またこの項目はIS-SAソフトウエアで読み込める生データで出力することもできます。　
8. 出力データ
出力データは出力データの出力形式の指定です。BSDF形式のデータ出力やその他の場合の出力データの
(1) サンプルの向きの情報の指定　Front、Backから選択
(2) 極角刻み　データ出力の極角方向の角度刻みの指定　（通常は皆様１度刻みを指定されます。）
(3) 方位角刻み　方位角方向の角度刻みの指定（通常は皆様１度刻みを指定されます。）
(4) 出力直径　積分する範囲を角度で指定します。（通常は皆様１度刻みを指定されます。）
(5) 出力フォーマット　出力データを入力するソフトウエアのフォーマットに合わせたフォーマットで出力するために指定します。
LightTools, Zemax, 標準ASCII, Integra Specter, SPEOS Version2,  SPEOS Version3, TracePro, ASAPから選択します。
9. ソフトウエア
出力データ以外に　IS-SAのデモソフトウエアを送ることもできます。　IS－SAのデモソフトウエアを使用して測定データの検証やデータの加工もできます。　デモソフトウエアとデモコードおよび日本語の操作マニュアルが付きます。このデモソフトウエアの送付を希望される場合は　希望にチェックを入れてください。
10. 出力内容
出力内容はその他を選択した場合に出力フォーマットなどの詳細を記載いただくところです。形式によっては対応できないものもあります。　
11. 返却
返却は　測定したサンプルの返却に関する指定です。サンプルを返却する場合は　希望するに、返却が必要ない場合はとくに希望しないをを選択してください。返却を希望されない場合は廃棄処分いたします。
サンプルの返却のタイミングですが　弊社では　測定データをお送りいたしまして2週間を目安としてデータのご確認をいただいております。　データの確認が取れましたらサンプルを返却いたします。　サンプルの返却を急がれる場合は事前にご相談の上依頼書の注意点のところに記載してください。
12. 注意点
この項目は上記記載事項に書ききれなかった点などを記載していただくところです。　またサンプルを取り使う上での注意点などもありましたら記載してください。　この欄で不足する場合は別紙をご用意の上記載されてください。
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	ご依頼内容
（重複可）
	 FORMCHECKBOX 
　デモ依頼 　　 FORMCHECKBOX 
　受託測定 　　 FORMCHECKBOX 
　MyLab使用　 　 FORMCHECKBOX 
　見積依頼

反射・透過散乱特性測定

	ご依頼日
	     年　　月     　　日

	サンプル送付予定日
	     年　　月     　　日

	測定ご希望日
	第一希望     年     月     日
	第二希望　　　　　　　年     月     日

	測定の目的
	　　■　測定依頼のみ


	

	ご依頼者様
	勤務先
	     
	所在地
	〒     
     

	
	ご所属
	     

	
	

	
	ご氏名
	     
	電話番号
	     

	
	E-mail
	     
	ＦＡＸ番号
	     


	装置名
	Radiant Vision Systems  IS-SA  　

	試　料
	寸　法
	（MyLab、受託測定とも記入必須事項）

（最大・最小）W:　　　　　　　　　　　　　H:　　　　　　　　　　　　　　　T:



	
	個　数
	（MyLab、受託測定とも記入必須事項）







個

	
	透過(反射)率
	（受託測定の場合必須記入事項）、予測値でも構いません

反射率     　　%　　　　透過率　　　　　　　％

	
	サンプルの向きの指定
	（受託測定の場合必須記入事項）書ききれない場合別紙に記入ください



	
	光学異方性の有無
	（特に受託測定時必須記入事項）サンプルの反射、透過特性に光学異方性がある場合は詳細の説明をお願いいたします。　光学異方性を考慮した測定を行います。　この項目の記入がない場合は光学異方性がない通常の測定で行います。書ききれない場合別紙に記入ください。
 FORMCHECKBOX 
有り　　　　 FORMCHECKBOX 
なし
詳細説明：

	
	その他
	



	
測　定
	目　的
	注目点、期待される結果等を具体的にご記入ください、ここの記入は必須ではありません。
     


	
	サンプル取付の向き
	（受託測定依頼時は記入必須）
反射測定時の光源側を基準面として目印になる印をサンプルのその面の裏面に目印記載してください。また透過測定時取り付けの向きを変更する場合は下の□にチェックを入れるか塗りつぶしてください。

□透過測定時、サンプルの取り付けの向きを変える

	
	測定項目
	（受託測定依頼時は記入必須）
 FORMCHECKBOX 
 BRDF(反射) 　 FORMCHECKBOX 
 BTDF（透過）

	
	光源入射角度


	（MyLab、受託測定とも記入必須事項）
入射角度範囲1：　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　度
(反射測定時の最大範囲は0度から80度となります。)
入射角度刻み1：　　　　　　　　　　　　　度　(標準5度)
入射角度範囲2：　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　度
(透過測定時の最大測定範囲は110度から180度になります。)
入射角度刻み2：　　　　　　　　　　　　　度　(標準5度)

	
	光源指定
	（MyLab、受託測定とも記入必須事項）
□LED光源（指定なき場合）　□　ハロゲンランプ（指定は要相談）

	
	アパーチャマスクサイズ
	 FORMCHECKBOX 
 20ｍｍ（標準）　 FORMCHECKBOX 
 10ｍｍ　 FORMCHECKBOX 
　その他（要相談）

	
	測定精度
	（MyLab、受託測定とも記入必須事項）
Binning    FORMCHECKBOX 
1X1　 FORMCHECKBOX 
2X2　 FORMCHECKBOX 
4X4　　【通常は2X2】

	
	色情報
	（MyLab、受託測定とも記入必須事項）
 FORMCHECKBOX 
カラー（X,Y,Z）　 FORMCHECKBOX 
Photometric（Yのみ）
 FORMCHECKBOX 
Radiometric(色フィルタなし)

	
	出力形式
	（MyLab、受託測定とも記入必須事項）
 FORMCHECKBOX 
　IS-SA測定生データ    FORMCHECKBOX 
　BSDF   

 FORMCHECKBOX 
　その他 (     　　　　　　　　　　　　　)(要相談)

	
	出力データ
（BSDF、その他の場合必須）
	サンプルの向き指定：　
Front

Back
極角刻み：


度
方位角刻み：


度

出力直径（積分範囲）：

度　　　　　

	
	出力データ
フォォーマット
（BSDFデータ出力時必須）
	 FORMCHECKBOX 
Integra Spector　 FORMCHECKBOX 
LightTools　 FORMCHECKBOX 
SPEOS V2　 FORMCHECKBOX 
SPEOS V3
 FORMCHECKBOX 
Trace Pro　　 FORMCHECKBOX 
Zemax　　 FORMCHECKBOX 
ASAP

	
	ソフトウエア
	IS-SAデモソフトウエア：

 FORMCHECKBOX 
　希望
 FORMCHECKBOX 
　不要　

	
	出力内容
	単位、データ間隔、光線本数等


[image: image1.emf]

 FORMTEXT 
     

	返　却
	      FORMCHECKBOX 
　希望する　　　 FORMCHECKBOX 
　特に希望しない

	注意点
	危険性・保管上の注意等、測定上の注意点などご記入ください



· 上記書式に記入しきれない場合は、別紙（書式自由）にご記入の上添付してご送付ください。

· 試料が個々に異なる場合は試料ごとにご記入下さい。
ご注意：測定終了後サンプルはデータご確認まで弊社にて保管いたします。　


以下システムズエンジニアリング使用欄
	作業依頼書受取日
	

	作業依頼書受取者
	

	作業受付日（技術部受付日）
	

	作業受付者
	

	作業予定者
	

	作業予定日
	

	作業終了日
	

	作業者名
	

	データ送付日
	

	データ送付方法
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